
株主・投資家の皆様へ

株主通信

コーポレートメッセージ

サントリーグループのコーポレートメッセージ「水と生きる SUNTORY」。
これは、私たちの思いや活動を広く社会と共有するための言葉です。

お客様に水と自然の恵みをお届けする企業として、地球にとって貴重な水を守り、水を育む環境を守りたい。
水があらゆる生き物の渇きを癒すように、社会に潤いを与える企業でありたい。

そして水のように柔軟に常に新しいテーマに挑戦していこう。そんな思いを日々新たにする言葉。それが、「水と生きる SUNTORY」です。

 商号 サントリー食品インターナショナル株式会社
（英文表記：Suntory Beverage & Food Limited）

 証券コード 2587

 本店所在地 東京都中央区京橋三丁目1番1号

 TEL 03（3275）7310

 設立 2009年（平成21年）1月23日

 資本金 1,683億84百万円

会社概要 （2019年6月30日現在）

 代表取締役会長 小郷 三朗

 代表取締役社長 齋藤 和弘

 取締役副社長 辻村 英雄

 取締役専務執行役員 山﨑 雄嗣

 取締役専務執行役員 木村 穣介

 取締役 鳥井 信宏（サントリーホールディングス株式会社 副社長）
井上 ゆかり（社外）

  監査等委員である 
 取締役

千地 耕造
内田 晴康（社外）
増山 美佳（社外）

取締役 （2019年6月30日現在）

 発行可能株式数 480,000,000株

 発行済株式数 309,000,000株

 株主数 40,404名

株式の状況 （2019年6月30日現在）

 事業年度 毎年1月1日から12月31日まで

 定時株主総会 毎年3月（議決権の基準日 毎年12月31日）

 配当金の基準日 期末配当：毎年12月31日
中間配当：毎年6月30日（中間配当を行う場合）

 公告方法 電子公告により行う。ただし、事故その他やむを得ない
事由により電子公告によることができない場合には、
日本経済新聞に掲載する方法により行う。
公告掲載URL
http://www.suntory.co.jp/softdrink/ir/pn/

 株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

 郵便物送付先 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話照会先：0120-782-031（フリーダイヤル）

株主メモ

サントリー食品インターナショナル株式会社

 2019年1月1日～2019年6月30日2019年12月期中間

企業情報などの詳細は、ぜひIRサイトをご覧ください。
https://www.suntory.co.jp/softdrink/ir/index.html

IRサイトのご案内
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「水と生きる」の約束のもと
世界中のお客様に、

最高の飲用体験をご提供します

水と生きる（Mizu To Ikiru）

 CEO MESSAGE

日本最初のウイスキー蒸溜所を名水の地であ

る京都・山崎に設立してから、「サントリー天然

水」ブランドが国内清涼飲料で販売数量No.1

ブランドとなった今日まで、私たちは常に“水”

を事業の中心に据えてまいりました。「水と生き

る（Mizu To Ikiru）」は、この脈 と々受け継いで

きたユニークな事業価値を今後も変わらずグ

ループ発展の軸とすることを、全てのステーク

ホルダーの皆様にお約束するものです。

一方で、私たちを取り巻く環境は、速度を早め

ながら常に変化を続けております。これまでに

は想像もできなかった技術やアイデアが、新た

な価値を生む大きな変革期を迎えております。

チャレンジングな時代ではありますが、原点を

見失わず、刻々と変わる現場の状況を的確に

捉えることに重きを置き、よりスピーディな経

営判断を進めてまいります。

いにしえより変わらない“水”に最先端のイノ

ベーションをブレンドし、世界中のお客様のご

期待を上回る飲用体験を提供すべく、日々挑

戦をしてまいります。皆様には、引き続きのご

支援とご指導を賜りますよう、心よりお願い申

し上げます。

代表取締役社長
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小郷 三朗
代表取締役会長

齋藤 和弘
代表取締役社長

「水と生きる」を軸に  第二次グローバル経営へトップ
インタビュー

KAZUHIRO SAITOSABURO KOGO

サントリー食品インターナショナル 

株式会社（SBF）を取り巻く“十重苦”は、
飲料業界には「よくある話」

̶ 2019年春、小郷会長、齋藤社長の新
体制がスタートしました。まずは、飲料ビジ
ネスを取り巻く環境について、お二人の考え
をお聞かせください。

小郷：現在、我々の事業環境は“十重苦”に
見舞われているといっても過言ではありませ
ん。異常気象や少子高齢化、デフレ進行、ア

ンチシュガー・海洋プラスチック問題、人手
不足、原価・物流費の高騰、従来型コストダ
ウンの限界、自販機収益構造の悪化、競合
の激化、さらには飲み場・買い場の変化まで。
これらに対応していくため、新たな経営改革
を進めていきますが、過去の経験を踏まえれ
ば、何ら特別な環境とは考えていません。
齋藤：小郷会長と私は、飲料事業黎明期の
1981年当時、先輩・後輩としてタッグを組
み、試行錯誤をしながら市場を開拓してきま
した。当時の食品事業部は、売上500億円規
模、50億円の赤字。商品数も販路も、生産・

流通体制も未成熟で、数多の競合が存在し
ており、かつ、記録的な冷夏を迎えるなどの
厳しい状況もありました。
小郷：そうした環境の中、我々が取り組んで
きたのは、多様なニーズに応える「商品ポー
トフォリオ」と、いつでもどこでも手軽に安価
に美味しく飲める「アベイラビリティ」、そして
これら2つを支える「ものづくりとサプライ
チェーン」の拡充でした。つまり、今後、我々
が注力すべき要諦を、小スケールで実践して
きた経緯があり、これこそが今日のSBF成長
の源であると考えています。

齋藤：シェア数%台からの自販機ビジネス開
拓や、水を飲む習慣のなかった日本でいち早
く“水”に着眼した「サントリーミネラルウォー
ター」の発売を経て、健康軸をベースとした
「サントリー烏龍茶」、水をベースにコーヒー
という付加価値を加えた「BOSS」、そして、
今や国内飲料トップブランドの「サントリー
天然水」が誕生したのです。
小郷：「水と生きる」という価値観は、美味で
良質な水から生まれるウイスキーづくりを手
がけてきたサントリーグループならではのも
の。数々のトライ＆エラーと、新たな価値の提

案を続け、現在、「サントリー天然水」ブランド
は、23年連続で日本のミネラルウォーター市
場No.1※、2018年国内清涼飲料で販売数
量トップブランドという確固たる地位を築き、
また「BOSS」ブランドの販売数量は1億ケー
スを突破しました。日本国内での飲料売上ラ
ンキングで、この２商品によるワンツーフィ
ニッシュも目前であることを確信しています。
齋藤：「全てが未成熟」という逆境にあった
約40年前の時点から、我々はイノベーション
を引き起こし続け、豊かなドリンキングライフ
をリードする存在へと成長を遂げました。歴

戦をくぐりぬけてきた私たちにとっては、飲料
ビジネスを取り巻く“十重苦”は、飲料業界で
は「よくある話」に過ぎず、たまさか課題が重
なったというだけのこと。次にやるべきこと
も、新たなイノベーションに向かう道筋も見
えています。
小郷：ここからまた、豊富な知見と磨き上げ
た技術を世界に広げ、グローバル経営で成
長戦略を展開していきます。

※飲料総研調べ



6          SUNTORY BEVERAGE & FOOD LIMITED SUNTORY BEVERAGE & FOOD LIMITED          5

トップインタビュー

成長戦略の鍵は、「グローバルな 

水平展開」と「現場主義」

̶ グローバルな成長戦略について、 
今後の具体的な展望をお教えください。

小郷：現在、SBFの事業は約50カ国で展開
されていますが、まだまだホワイトスペースは
多くあります。リスクをコントロールしながら、
ポテンシャルの高い市場には積極的に進出
していきます。
齋藤：国内同様、サントリーが生み出した“水”
と“お茶”をはじめとする、“ナチュラル＆ヘル

シー”軸に加え、“ユニーク＆プレミアム”とい
うもう一つの軸を追いかけ、オンリーワンを目
指します。特に、アジア市場においては健康
志向が高まっており、それらのポートフォリオ
に強みを持つ我々にとっては、大きなチャン
スになりうると考えています。
小郷：ベトナムで発売したウーロン茶飲料
「TEA＋」はすでに1,000万ケースを超える
ブランドに成長しました。インドネシアで発売
し、フレーバーウォーターのパイオニア商品
となった「goodmood」とともに、アジア全域
に拡大展開していきます。また、欧州では、発
売2年でフランスの紅茶飲料市場2位となっ

た「MayTea」を欧州エリアで展開していく予
定です。
齋藤：海外市場の開拓を経験してきた私に
とって、非常にワクワクする状況です。東南ア
ジアでも、今後日本と同じようなトレンドが起
きると考えていますが、その一方、アジア圏で
は、技術の進化や社会が発展するスピード
が非常に早い。ITによる情報ネットワークや
キャッシュレス化をはじめ、情報伝達やモノ
の流通のスピード感には、日本側も学ぶべき
点が多くあります。
小郷：SBF独自の技術や知見、すなわち“知
財”に加え、デジタルやAI、ロボット、IoTなど

ニーズに応えています。
小郷：アジアの拠点が拡充され、SBFは第二
次グローバル化のステージを迎えているとい
えますが、すでに国境を超えたブランドも生ま
れています。現地各社は、Suntoryブランドを
社名として積極的に掲げ、「One Suntory」
の一員であることを誇りとしています。
小郷：そこには、サントリーグループの価値
観である「利益三分主義」への共感がありま
す。これまでも私たちは、「水と生きる」をテー
マに世界各地で、「水育」等の活動を展開し
てきました。自然の恵みをもとに飲料ビジネ

スを展開する企業として、自然を大切にしな
がら価値ある製品をお届けすることは、我々
の存在理由です。いま世界では、気候変動や
水資源の不足等、より深刻な社会課題に直
面しています。自らの成長とともに社会全体
の持続性を目指し、SDGｓ※にも積極的に貢
献していくことで、今後さらに世界各地での
Suntoryブランドの価値を上げ、現場の力を
高めていきたいと考えています。
齋藤：飲料ビジネスは、人々の暮らしに密着
したものであり、現地で一人ひとりのお客様
に買っていただいてこそ。その積み重ねが、1

兆3千億円という売上となり、そして、これか
ら先の成長へとつながるのです。
小郷：全社員には、「森羅万象に多情多恨た
れ」を胸に刻み、あらゆる物事に興味を持っ
てまさに「やってみなはれ」精神で自ら挑戦
を続けてほしいと思います。齋藤社長を中心
に現場力を徹底的に高め、次なる成長ス
テージを切り拓いて欲しいと思います。

※ 持続可能な開発目標（SDGs）とは、2015年9月に国連
サミットで採択された、2030年までに全世界が取り組
むべき目標（Sustainable Development Goals）のこ
とです。

の最先端技術を貪欲に取り入れることは必
須の命題といえます。コモディティ化が進む
既存RTD（Ready to Drink）飲料に加え、非
RTD分野にも事業領域を広げながら、よりお
客様に近い場所で、BtoCビジネスを拡大し
ていくためにも、これらは必要なことです。
齋藤：アンチシュガーに加え、より自然志向
が高まる欧州市場においても、我々の知財と
最先端技術の活用は決め手となります。ま
た、各地のディストリビューターと強固な連
携を組み、いつでも飲みたいときに当社飲料
を楽しんでいただける「アベイラビリティ」の

担保を目指します。
小郷：飲料ビジネスは、ライフラインを支える
インフラビジネスであり、かつ、水分は「人体
の60％を占める」もの。メーカーとしての供
給責任はもちろん、人々の健康を支える企業
として、安心・安全な飲料を、安定的にお客
様に届けることは、果たすべき使命です。「人
生100年時代」を支えていくために、我々に
しかできないことを模索していきます。

̶ 持続的な成長のためのもう一つの 

柱として、「現場主義」を掲げていますが、 
一体、どんな取り組みなのでしょう。

小郷：お客様はそれぞれの地域に存在してお
り、変化は常にその現地で起きるものです。
それに対応するには、現場がその変化をとら
え、スピーディーに判断して行動を起こすこ
とが大事であると考えています。経営層や本
部は、現場をサポートするために存在し、最
終的なリスクテイクを担うのが役割です。
齋藤：私は、アジア市場の開拓を通じて、や

はり「現場に行くこと」が重要だと実感してき
ました。例えば、インドネシアではカップ入り
飲料にストローを使用することが基本の飲
用スタイルです。そうした各国・各地における
人々の飲用シーンを本部サイドの人間にも
自らの目で見てほしい。それこそが、世界に
新たな価値をスピーディに提供していく力の
源となるのです。
　SBFの強みは、経営層と現場、そして市場
をつなぐピラミッドが、逆三角形であること。
世界それぞれの現場で考え抜き、判断し、つ
くりあげたものを、経営層がサポートし、顧客

SBFの持つ知見に、最先端技術の活用を。

全社員が現場を知り、ナレッジを共有し合うことで、

グローバル規模で新たな価値を提供していく。

KAZUHIRO SAITO

「水と生きる」理念と取り組みを浸透させ

全リージョンを“One Suntory”に導く。

SABURO KOGO
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サントリー食品インターナショナル株式会社の事業全体像

事業概要 主要商品 商品名（左から順に）
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OCEANIA
オセアニア事業

清涼飲料事業とフレッシュコーヒー事業を行っています。
清涼飲料事業では、F

フ ル コ ア

rucor S
サ ン ト リ ー

untoryがエナジードリンク「V
ブイ

」などのブランドを中
心とした飲料事業を、フレッシュコーヒー事業ではS

サ ン ト リ ー

untory C
コ ー ヒ ー

offeeが自社で豆を
選定・購買・焙煎し、販売まで一貫して行っています。

V Energy（エナジードリンク）
Maximus（水分補給飲料）
Just Juice（果汁飲料）
Toby’s Estate（コーヒー豆ブランド）

AMERICAS
米州事業 ペプシコ社との合弁会社であるP

ペ プ シ

epsi B
ボ ト リ ン グ

ottling V
ベ ン チ ャ ー ズ

enturesを通じて、ノースカロラ
イナ州を中心とした北米でボトリング事業を行っています。
また北米エリアを中心に新しいビジネス探索を推進していきます。

Pepsi（炭酸飲料）
Mountain Dew（炭酸飲料）
Nature’s Twist（果汁飲料）
Aquafina（ボトルドウォーター）

EUROPE
欧州事業 長年にわたって現地で愛されているブランドを中心に飲料事業を行っています。 

フランスの「O
オ ラ ン ジ ー ナ

rangina」や英国の「L
ル コ ゼ ー ド

ucozade」「R
ラ イ ビ ー ナ

ibena」を始め、炭酸飲料
「S

シ ュ ウ ェ ッ プ ス

chweppes」など幅広いポートフォリオを展開しています。

Orangina（果汁入り炭酸飲料）
Oasis（果汁飲料）
Lucozade（エナジードリンク）
Ribena（果汁飲料）
Schweppes（炭酸飲料）
MayTea（低糖のプレミアムアイスティー）

ASIA
アジア事業

清涼飲料事業と健康食品事業を行っています。
清涼飲料事業はベトナム・タイ・インドネシアで合弁会社を設立し、それぞれの飲
料市場のニーズに合わせて事業を行っています。健康食品事業では、タイを中心
に、滋養ドリンク「B

ブ ラ ン ズ

RAND’S E
エ ッ セ ン ス

ssence o
オブ

f C
チ キ ン

hicken」等を製造・販売しています。

Sting（エナジードリンク）
TEA+（茶飲料）
Okky（カップ飲料）
BRAND’S Essence of Chicken（滋養ドリンク）
goodmood（フレーバーウォーター）

日本事業

JAPAN

「サントリー天然水」「BOSS」などのロングセラーブランドを強みとして、茶、果汁、 
炭酸飲料など幅広い飲料ポートフォリオを有しています。
また自動販売機や給茶機、ウォーターサーバーなど、総合飲料サービス事業を展
開しています。

サントリー 天然水（ミネラルウォーター）
BOSS（コーヒー）
サントリー緑茶 伊右衛門
伊右衛門 特茶（特定保健用食品）
GREEN DA･KA･RA やさしい麦茶
C.C.レモン（炭酸飲料）



※2  インテージSRI・トクホ茶市場・2014年1月－ 
2018年12月「伊右衛門 特茶」販売金額

業態： スーパー、コンビニエンスストア、ドラッグストア計

国内清涼飲料市場で2018年の 

年間販売数量
No.1※1

「サントリー天然水」ブランドは、1991

年の発売以来成長を続けており、水源
にこだわった清冽な美味しさや、徹底し
た品質管理による安全・安心な商品で
あることをお客様にご支持いただいて
おります。さらに透明なのに、ヨーグルト
のしっかりとした味わいが楽しめるフ
レーバーウォーター「ヨーグリーナ＆サ
ントリー天然水」をはじめ、強炭酸と自
然な味わいが特長の「サントリー 南ア
ルプススパークリング」シリーズなど近
年発売した高付加価値商品により、新
たな市場を創造してきました。
　その結果、国内清涼飲料市場で
2018年年間販売数量がNo.1※1になり
ました。

※1 飲料総研調べ

トクホ茶市場で

5年連続
No.1※2

サントリー緑茶「伊右衛門 特茶」は、
“体脂肪を減らすのを助ける”特定保健
用食品として、「伊右衛門」ブランドか
ら、2013年10月に発売しました。
　脂肪分解・燃焼作用のメカニズムに
着目した、「特茶」は、それまで市場にな
かった健康価値のあるイノベーション
飲料として、トクホ市場を切り開きまし
た。また、お茶本来の甘香ばしい豊かな
香りと程よい苦味は、食事にも合う毎日
飲み飽きない美味しさとしてご好評い
ただいております。
　2018年からは生活習慣改善のサ
ポートも行うマーケティング施策を実
施、お客様の健康に寄り添ったトクホ
飲料として、さらなるブランドの育成に
取り組んでいきます。

年間の販売数量が

1億ケースを 
突破
「BOSS」は1992年の発売以来、“働く
人の相棒コーヒー”として、働き方や世
代を超えて親しまれているロングセラー
ブランドです。
　「ボス レインボーマウンテンブレンド」な
どのショート缶は、仕事の合間の休憩時
間に“一服する・気分転換する”飲用スタ
イルを志向するヘビーユーザー向け、「ク
ラフトボス」などの、再栓可能なペットボト
ルは、オフィス等でのデスクワークを中心
とした“ちびだら飲み”の飲用スタイルにお
いて、お客様の嗜好ニーズの広がりに対
応してきました。
　特に、「クラフトボス」シリーズは、これ
まで缶コーヒーになじみの無かった若
い世代や女性からも大変ご好評をいた
だいています。

　このように、「BOSS」ブランドは、お客
様の多様なニーズを捉えたラインナッ
プの拡充に加え、話題性のあるTVCM・
消費者キャンペーンなどを展開してきた
ことで、2018年の年間販売数量が1億
ケースを突破しました。

愛されているブランド紹介

サントリー天然水サントリー天然水
水源にこだわった

伊右衛門 特茶伊右衛門 特茶
トクホ市場を切り開いた

BOSSBOSS
働く人の相棒コーヒー

サントリー天然水

サントリー 
南アルプス
スパークリング

ヨーグリーナ＆
サントリー天然水

伊右衛門 特茶

クラフトボス

ボス 
レインボー
マウンテン
ブレンド

M O S T  L O V E D
B R A N D S

2
M O S T  L O V E D
B R A N D S

3
M O S T  L O V E D
B R A N D S

1
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サステナビリティトピック

当社は、サントリーグループと一体となり、環境経営を推進しています。

サントリーグループ「プラスチック基本方針」
サントリーグループは、商品の源泉である自然の恵みに感謝し、多様な生命が輝き響きあう世界の実現にむけて、循環型かつ
脱炭素社会への変革を強力に先導します。
　プラスチックはその有用性により、われわれの生活にさまざまな恩恵をもたらしています。当社が使用するプラスチック製容器
包装が有用な機能を保持しつつも、地球環境へネガティブな影響を与えないよう、多様なステークホルダーと、問題解決に向け
た取り組みを推進していきます。また、問題解決に向けサントリーグループ社員の一人ひとりが責任ある行動に努め、持続可能
な社会を率先して実現します。

Recycle & 
Renewable1

Reduce &
Replacement2

Innovation3

（1）  2030年までに、グローバルで使用するすべてのペットボトルの素材を、リサイクル素材と植物由来素材に
100％切り替え、化石由来原料の新規使用ゼロの実現を目指します。

（2）  全ての事業展開国において、各国の国情に応じた効率的なリサイクルシステム構築のために必要な施策
を、政府機関や業界、環境NGO、NPOなどとともに積極的に取り組みます。

資源の有効活用のために、容器包装のデザイン変更等により、
プラスチック使用量の削減を推進するとともに、環境にネガティブな
影響を与えない代替となる容器包装の導入の検討をすすめます。

リサイクル率向上、環境影響を最小限におさえる
素材領域等におけるイノベーションに積極投資します。

人々の行動変容を促す啓発活動を実施するとともに、サントリーグループ社員一人ひとりが、ライフスタイル
の変革に努め、分別収集の促進、河川、海岸の清掃活動などの社会貢献活動にも積極的に参加します。

New 
Behavior4

当社は、これまでReduce（使う量を減らす）、Recycle（再
資源化して使う）、Bio（植物由来の資源を使う）を表す「2R

＋B」を掲げ、容器素材の軽量化、薄肉化、さらに、植物由来
原料のペットボトル導入など、様々な先進的取り組みを実
施してきました。
　2011年に、メカニカルリサイクル技術による「ボトルtoボ
トル（BtoB）」のリサイクルを日本で初めて導入以降、長年
循環社会への貢献を果たしてきました。
　中でも、ペットボトルのリサイクルにおいて、2018年には
協栄産業（株）と共同で、より環境負荷を抑え、より効率的
にBtoBのリサイクルペットを製造できる「FtoPダイレクトリ
サイクル技術」を世界で初めて導入しました。日本では、こ
のような最新技術を活用しながら、中期目標として、2025

年までに日本の清涼飲料事業における当社ペットボトル飲
料の全製品の半数以上に再生ペット素材を使用していくこ
とを目指します。
　また、世界の各グループ会社においても、リサイクル率の
向上や、社会インフラづくり、消費者啓発等、地域課題に即
した対策を推進しています。ヨーロッパのLucozade 

Ribena Suntoryでは、これまでもリサイクルペットボトルの
導入を推進してきましたが、さらに循環型社会への向上を
目指して、「The UK Plastics Pact」に参画し、国と産業界
が連携した活動を進めています。オセアニアのFrucor 

Suntoryでも、「the NZ plastic packaging declaration」
の支持を表明し、リサイクルの向上に取り組んでいます。

※1  主原料であるエチレンを100％植物由来化したポリエチレンキャッ
プ。ただし、製造ライン切り替え時の微量の石油由来成分および着
色剤成分を除く

※2  国産ミネラルウォーターペットボトル（500mL～600mL）対象。

国産最軽量
ペットボトル※2

（植物由来原料30%使用）
国産最薄
ラベル12μm
（再生PET80%使用）

ダンボール
（FSC認証紙100%使用）

植物由来原料
100%使用※1

新キャップ

プラスチック問題への取り組み ※2019年2月現在ペットボトルでの環境負荷低減
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業績ハイライト（連結） 2019年度 第2四半期実績

2019年第2四半期（2019年1月1日～6月30日）の連結売上高は前年同期比2.3%増の6,278億円、
営業利益は同9.7%減の509億円、四半期純利益は同23.1%減の318億円となりました。

2018年1-6月期 2019年1-6月期
対前年

増減 増減率

売上高 6,139億円 6,278億円 +139 +2.3%

営業利益 564億円 509億円 △55 △9.7%

四半期純利益 413億円 318億円 △95 △23.1%

日本
54％

欧州
18％

アジア
18％

オセアニア
4％

米国
6％

セグメント別売上構成比

日本
40％

欧州
26％

アジア
22％

オセアニア
5％

米国
7％

セグメント別利益構成比

2017
第2四半期

2018
第2四半期

2019
第2四半期

5,908 6,139 6,278

売上高（億円） 前期比

2.3％増

2017
第2四半期

2018
第2四半期

2019
第2四半期

545
564

509

営業利益（億円） 前期比
9.7％減

（注1）比率は調整額除きに基づくものです。
（注2）組織変更に伴い、従来「欧州事業」に含めていたアフリカ事業の一部を、2019年第２四半期より「欧州事業」から「アジア事業」に組み替えて表示しています。

2017
第2四半期

2018
第2四半期

2019
第2四半期

344
413

318

四半期純利益（億円） 前期比
23.1％減
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コーポレートメッセージ

サントリーグループのコーポレートメッセージ「水と生きる SUNTORY」。
これは、私たちの思いや活動を広く社会と共有するための言葉です。

お客様に水と自然の恵みをお届けする企業として、地球にとって貴重な水を守り、水を育む環境を守りたい。
水があらゆる生き物の渇きを癒すように、社会に潤いを与える企業でありたい。

そして水のように柔軟に常に新しいテーマに挑戦していこう。そんな思いを日々新たにする言葉。それが、「水と生きる SUNTORY」です。

 商号 サントリー食品インターナショナル株式会社
（英文表記：Suntory Beverage & Food Limited）

 証券コード 2587

 本店所在地 東京都中央区京橋三丁目1番1号

 TEL 03（3275）7310

 設立 2009年（平成21年）1月23日

 資本金 1,683億84百万円

会社概要 （2019年6月30日現在）

 代表取締役会長 小郷 三朗

 代表取締役社長 齋藤 和弘

 取締役副社長 辻村 英雄

 取締役専務執行役員  雄嗣

 取締役専務執行役員 木村 穣介

 取締役 鳥井 信宏（サントリーホールディングス株式会社 副社長）
井上 ゆかり（社外）

  監査等委員である 
 取締役

千地 耕造
内田 晴康（社外）
増山 美佳（社外）

取締役 （2019年6月30日現在）

 発行可能株式数 480,000,000株

 発行済株式数 309,000,000株

 株主数 40,404名

株式の状況 （2019年6月30日現在）

 事業年度 毎年1月1日から12月31日まで

 定時株主総会 毎年3月（議決権の基準日 毎年12月31日）

 配当金の基準日 期末配当：毎年12月31日
中間配当：毎年6月30日（中間配当を行う場合）

 公告方法 電子公告により行う。ただし、事故その他やむを得ない
事由により電子公告によることができない場合には、
日本経済新聞に掲載する方法により行う。
公告掲載URL
http://www.suntory.co.jp/softdrink/ir/pn/

 株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

 郵便物送付先 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話照会先：0120-782-031（フリーダイヤル）

株主メモ

企業情報などの詳細は、ぜひIRサイトをご覧ください。
https://www.suntory.co.jp/softdrink/ir/index.html

IRサイトのご案内

PS19-0016




